体育科学習指導案

京都市立○○小学校　４年１組（男子１４名　女子１６名　計３０名）

平成１６年１１月１５日～１１月３０日　　６時間計画　　運動場　　指導者　○○　○○

１．単元　　ハードル走

２．運動の特性（一般的特性）

一定の距離に等間隔に置かれたハードルをリズミカルに走り越し，相手と競走したり，自分の記録を伸ばすことに挑戦したりして楽しむ運動である。

３．子どもの実態

・身体を動かすことが好きな子どもが多い。

・走ることが好きな子どもが多い。

・動きや練習方法を工夫して記録がのびることを楽しいと感じる子どもが多い。

・ハードル走ではタイムを計測し記録に挑戦したり，友だちと競走したりすることを楽しみにしている。

・オリンピックなどでハードル走は知っているが，経験したことはない。

・グループで互いに教えあって、友だちができるようになると自分のことのように喜ぶ子どももいる。

・役割分担を円滑に行うことができず，不満に思ったり，楽しくないと感じたりする子どもがいる。

・勝敗にこだわるあまり，負けが続くとやる気をなくす子どもがいる。

４．子どもから見た特性

一定の距離に等間隔に置かれた３～４台のハードルをリズミカルに走り越して，相手と競走したり，自分の記録に挑戦したりして楽しむ運動である。

５．教師の願い

　はばとび・たかとびの学習では，記録を伸ばすために工夫をし，自己の記録を更新する喜びを味わうことができた。今回の学習を通して，ハードルをリズミカルに走りこす楽しさや気持ちよさを十分に味わってほしい。また，友だちと競走し，競り合う楽しさも味わわせたい。加えて，友だちと励ましあいながら，共に協力し，活動する楽しさを味わうことができればと考えている。

６．学習のねらいとみちすじ

（1） 学習のねらい

３５ｍに３～４台置かれたハードルをリズミカルに走り越し，相手と競走したり自分の記録に挑戦したりして楽しむ。

（2） 学習のみちすじ

　ねらい①３台のハードルを３歩～５歩のリズムで走り通すインターバルを見つけながら，競走したり自分の記録に挑戦したりする。

　ねらい②４台のハードルを３歩～５歩のリズムで走り通すインターバルを見つけながら，競走したり自分の記録に挑戦したりする。

７．学習と指導の展開（４５分×６）

	
	学習のねらいと活動
	指導・支援
	評価

	はじめ

25分
	・学習のねらいとみちすじを知る。

・体ならしの仕方を知る。

・学習の仕方と進め方を知る。

・グループを知る。

・準備・後始末の仕方と役割を知り，場作りをする。

・１時間の活動の仕方を伝える。

・ハードル走を学習するうえでの安全を徹底する。
	・示範することで，ハードリングのイメージをもてるようにする。

・学習カードで学習のねらいや計画を示し単元の見通しをもてるようにする。

・競走の仕方は，子どもたちの演示を見せ具体的に説明する。
	

	なか

20分

＋

45分×４

＋35分
	ねらい①の活動をする。
・自分の得意な振り上げ足を知る。

・３台のハードルをトン・１・２・３（４・５）のリズムでここちよく走りきれるインターバルを見つける。

・１対１の競走をしたり，自分の記録に挑戦したりする。

・スタートで出遅れないようにする。

・ゴールまでスピードを落とさずに走りきる。

ねらい②の活動をする。
・４台のハードルをトン・１・２・３（４・５）のリズムでここちよく走りきれるインターバルを見つける。

・１対１の競走をしたり，自分の記録に挑戦したりする。

・スタートで出遅れないようにする。

・ゴールまでスピードを落とさずに走りきる。
	・場の安全を確かめる。

・学習の進め方がわかっているか、次の観点で観察し，できていない場合は助言する。

　役割分担がうまくできているか。

　安全確認と合図を忘れていないか。

　スタートの合図ができているか。

　正しく計時できているか。

・スタート係の旗をよく見るように声をかける。

・フライングをしていないか観察し，正しいスタートの大切さに気づかせる。

・自分にあったインターバルが見つけられているか観察し，必要に応じて助言する。

・3歩～５歩のリズムを意識してハードルを走り越しているか観察する。

・ねらいにあった活動により記録がのびた子どもを紹介することで、結果にいたるまでの工夫や努力の大切さに気付かせる。

・友だち同士の教えあいや励ましあいがあれば，全体に紹介し，その大切さに気付かせる。
	用具の持ち運び方がわかり，友達と協力し合って準備（後片付け）している。

－毎時－

　　（観察）

勝敗を素直に認め合って競争している。

　　（観察）

リズミカルに最後まで走り越そうとしている。

　　（観察）
３歩のリズムで走りこす工夫をしている。（観察）

３歩のリズムで走り通したり，低い姿勢でリズミカルに走り通すことができる。

　　　（観察）


	まとめ10分
	単元をふり返える。

・ハードル走の学習で，楽しかったことうれしかったことを発表する。

・自分の工夫や努力が勝ちにつながったことを発表する。

・友だちの努力や工夫を良さとして認め合う。
	・よい結果にいたるまでの工夫や努力の事例を取り上げることで，その大切さと楽しさに気付くようにする。

・個人のスポーツではあるが，子どもの事例を取り上げることで，友だちとのかかわりの大切さや，友だちと一緒に活動する楽しさに気付くようにする。
	自分や友達の活動を振り返りながら，工夫や努力することの大切さに気付くことができる。

（観察・相互評価・学習カード）


８．本時の学習のねらい

４台のハードルを３～５歩のリズムで走り通すインターバルを見つけながら，競走したり自分の記録に挑戦したりする。

９．本時の学習の展開と指導の展開

	
	学習のねらいと活動
	指導・支援
	評価の視点

	はじめ

10

分
	· グループで役割分担して、みんなで場作りをする。

· 各グループで体慣らしをする。

· めあてを確かめる。

· 場の安全を確かめる。
	○場作りや役割分担がうまくできているか、準備物がそろっているかを観察し、できていなければ係の子どもやグループに助言する。
	

	なか

３０分
	ねらい４台のハードルを３歩のリズムで走り通すインターバルを見つけながら競走したり、自分記録に挑戦したりする。

○競走をする。

①コース　対　②コース

③コース　対　④コース

⑤コース　対　⑥コース

○競走をする。

①コース　対　②コース

③コース　対　④コース

⑤コース　対　⑥コース

・競走しながら記録をとる。

・高くジャンプしないようにする。

・トン・１・２・３のリズムを心の中で数えながら走る。

・４台のハードルをトン・１・２・３のリズムでここちよく走りきれるインターバルを見つける。

・腕をふって走る。

・バランスをくずさないようにする。

・スタートで出遅れないようにする。

・ゴールまでスピードを落とさずに走りきる。


	○場の安全を確かめる。

○役割分担がうまく機能しているかを観察しできていなければ助言する。

○リズムを意識できるように、トン・１・２・３（４・５）と声をかける。

○連敗が続きやる気を失っている子どもには，原因をとらえたり，記録の進歩に目をむけたりするように助言する。

○３歩～５歩リズムができていない子どもには個別にかかわり，インターバルが自分に合っているか確かめたり，リズミカルに走り越している子どもの様子をよくみたりするように助言する。

○ハードルを走りこすことのむずかしい子どもには，小さなハードルに置き換え，できるだけ速いスピードでまたぎ越すよう励ましたり，伴走したりする。

○最後までスピードを落とさずに走っているか観察し，できていないときは助言する。

○子ども同士のかかわりの中で，教えあいや励ましあいがあればその場で認め，まとめでも紹介する。
	・３歩～５歩のリズムで走りこす工夫をしている。（観察）

４時間目

・３歩～５歩のリズムで走り通すことができる。（観察）

５時間目


	まとめ

５分
	・各自で学習を振り返り、カードに記入する。

・次のめあてを決める。

・本時を振り返り，互いに交流する。

・後始末をする。
	○よい結果にいたるまでの工夫や努力の事例を取り上げることで，その大切さと楽しさに気付くようにする。
	




















